
5
537

2021

月

小谷村第６次総合計画‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２
住民基本台帳の閲覧状況‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
献血のお願い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

“おたりアサギマダラの会”の活動  ‥‥‥‥８
梶荘三郎さんの「みちくさ」が 300回を
迎えました‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９
日々のおたり奮闘日記  最終回‥‥‥‥‥‥10
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小
谷
村
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定

　
小
谷
村
の
広
大
で
豊
か
な
自
然
は
都

会
人
に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
も
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
住
む
私
た
ち
住
民
に
と
っ

て
も
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
山
菜
や
き
の
こ
を
与
え
て
く
れ

る
里
山
を
始
め
、
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
で

発
展
し
た
観
光
業
や
、
美
し
い
渓
流
、

豊
富
な
森
林
資
源
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

半
面
で
幾
多
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、

そ
れ
を
経
験
し
て
き
た
小
谷
村
で
は
、

常
に
住
民
同
士
が
支
え
あ
い
、
多
く
の

災
害
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
の
な

か
、
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
皆
が
力
を

あ
わ
せ
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
小

谷
村
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
11
月
26
日
に
、
村
長
か
ら

小
谷
村
振
興
計
画
審
議
会
に
諮
問
の

あ
っ
た
小
谷
村
第
６
次
総
合
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
３
月
31
日
に

会
長
よ
り
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
会
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
審

議
会
開
催
が
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、慎
重
な
審
議
を
重
ね
た
結
果
、

関
係
機
関
や
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
が
反
映
さ
れ
た
内
容
と
認
め
ま
す
」

と
答
申
し
、
加
え
て
「
基
本
目
標
の
達

成
に
向
け
、
住
民
に
分
か
り
易
く
周
知

し
、
十
分
な
理
解
と
協
力
を
得
て
、
将

来
像
の
実
現
に
向
け
努
め
ら
れ
た
い
」

旨
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
こ
の
答
申
を
基
に
計
画
の
正

案
を
策
定
し
た
後
、
基
本
構
想
を
村
議

会
４
月
臨
時
議
会
へ
上
程
し
、
４
月
16

日
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
第
６
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た

将
来
像
及
び
基
本
目
標
（
５
つ
の
施
策

の
柱
）
の
実
現
に
向
け
、基
本
計
画
（
前

期
計
画
）
に
お
け
る
項
目
ご
と
の
具
体

的
な
施
策
を
推
進
し
、「
豊
か
な
自
然

　
力
を
あ
わ
せ
　
元
気
に
暮
ら
す
小
谷

村
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

豊かな自然  力をあわせ  元気に暮らす小谷村
村の目標：目標人口と地域コミュニティーの維持

将  

来  

像  

の  

解  

説

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
答
申

【基本目標１】　活力ある持続可能な村づくり

１. 村内への人の流れを創出　　２. 地域資源の活用
３. 生活の安心の確保　　　　　４. 魅力が高まる地域づくり

施策項目

【基本目標 2】　皆が住み続けたい安心安全な村づくり

１. 消防・防災・減災の強化　　２. 交通安全と防犯対策の充実
３. 住環境の維持と充実　　　　４. 持続可能な行財政運営

施策項目

【基本目標３】　健康で生きいき暮らせる村づくり

１. 生涯健康づくり
２. 高齢者、障がい者福祉事業

施策項目

【基本目標４】　自然の恵みをチカラに変える村づくり

１. 地域資源を生かした観光振興
２. 特色ある地場産業の振興

施策項目

【基本目標５】　未来へつなげる人と文化を育む村づくり

１. 地域で支える教育環境　　　２. 生涯学習の振興
３. 生涯スポーツの振興　　　　４. 文化活動の振興

施策項目

　
村
と
日
本
郵
便
株
式
会
社 
小
谷
村
内
郵
便

局
は
、
３
月
30
日
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

「
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
村
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
平
成
29
年

７
月
よ
り
「
小
谷
村
に
お
け
る
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
地
域
課
題
の
解
決
に
つ

い
て
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
多
様
化
す

る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
郵
便
局
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
て
、

今
回
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
ま
で
に
郵
便
で
お
手
元

に
届
き
ま
す
の
で
、
次
の
方
法
に
よ
り
期
限
内
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座
振
替
、
ペ
イ
ジ
ー
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
で
納
付
さ
れ
た
場
合

は
、
領
収
書
・
納
税
証
明
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場
合
や
、
納
税
証
明

書
が
必
要
な
場
合
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

自動車税種別割の納付をお忘れなく
令和３年度の自動車税種別割※の納期限は５月31日（月）です

※令和元年10月から「自動車税」の名称が「自動車税種別割」に変わりました。

小
谷
村
と
日
本
郵
便
株
式
会
社

小
谷
村
内
郵
便
局
と
の

包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式

【
金
融
機
関
等
窓
口
】　
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
県
税
事
務
所

で
の
納
付
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
】　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
」
で
支
払
い
が
可

能
で
す
。
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ア
プ
リ
で
読
み

取
る
こ
と
で
、
自
宅
で
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
払
い
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
」
の
み
利
用
可
能
）。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
御
利

用
く
だ
さ
い
。

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
】　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
」
か
ら
納
付
（
税
額
の

他
に
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。）

【
ペ
イ
ジ
ー
】　
県
が
指
定
す
る
金
融
機
関
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
納
付

金
融
機
関
等
窓
口

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

ペ
イ
ジ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
長
野
県
庁
　
税
務
課
自
動
車
税
係

　（
電
話
：
０
２
６-

２
３
５-

７
０
５
１
）

○
中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

　（
電
話
：
０
２
６
１-

２
３-

６
５
０
５
）

問
い
合
わ
せ
先

豊
か
な
自
然  

力
を
あ
わ
せ  

元
気
に
暮
ら
す
小
谷
村

将    来    像
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サ
イ
ト

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
」
か
ら
納
付
（
税
額
の

他
に
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。）

【
ペ
イ
ジ
ー
】　
県
が
指
定
す
る
金
融
機
関
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
納
付

金
融
機
関
等
窓
口

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

ペ
イ
ジ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
長
野
県
庁
　
税
務
課
自
動
車
税
係

　（
電
話
：
０
２
６-

２
３
５-

７
０
５
１
）

○
中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

　（
電
話
：
０
２
６
１-

２
３-

６
５
０
５
）

問
い
合
わ
せ
先

豊
か
な
自
然  

力
を
あ
わ
せ  

元
気
に
暮
ら
す
小
谷
村

将    来    像



（5）　広報おたり　令和３年５月号 広報おたり　令和３年５月号　（4）

小
谷
村
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
３
月
よ
り
、
小
谷
村
で
は
、
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
小
谷
村
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
小
谷
村
役
場
に
設
置

さ
れ
た
気
象
計
に
お
い
て
、
気
温
・
湿
度
・
気
圧
・
雨
量
・
積
雪
量

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
し
、
気
象
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

表
示
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。https://otari.tenki.ne.jp/

令
和
２
年
度
分

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
は

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
、
台
帳
に
記
載
の
あ

る
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
目
的
に
限
り
閲
覧
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

１
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令

の
定
め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
に
行
う
も

の
２
　
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究
そ

の
他
の
調
査
研
究
の
う
ち
、
公
益
性
が
高

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

３
　
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
の
う
ち
、
公
益

性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

４
　
営
利
目
的
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住
確

認
の
う
ち
、
訴
訟
の
提
起
そ
の
他
特
別
の

事
情
に
よ
る
居
住
関
係
の
確
認
の
た
め
に

行
う
も
の

　
住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
及
び
第
11
条

の
２
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
閲
覧
及

び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
３

条
の
規
定
に
基
づ
き
、次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
住
民
福
祉
課
住
民
係
　
電
話
８
２-

２
５
８
１

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
は

ま
め
ま
め
知
識
№87№87

　
村
の
年
配
の
方
と
話
し
て
い
る

と
、
足
腰
の
痛
み
や
し
び
れ
を
訴

え
る
人
が
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ま
た
「
脊
柱
管
狭
窄
症
を
わ

ず
ら
っ
て
い
て･･･

」
と
い
う
人

も
し
ば
し
ば
い
ま
す
。
脊
柱
管
と

は
、
背
骨
の
中
の
ト
ン
ネ
ル
状
の

構
造
で
、
そ
の
中
を
脳
か
ら
続
く

神
経
の
束
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
脊
柱
管
が
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に

よ
っ
て
狭
く
な
る
こ
と
を
脊
柱
管

狭
窄
症
と
呼
び
、
脊
柱
管
の
中
を

通
る
脊
髄
や
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る

と
手
や
脚
の
痛
み
、
し
び
れ
、
歩

行
障
害
、
排
尿
障
害
な
ど
の
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
症
状
は
左
右
両
側
に
出
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
片
側
だ
け
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
は
脊
柱
が
狭
窄

し
て
い
る
部
位
に
よ
っ
て
、
頚
部

脊
柱
管
狭
窄
症
、
胸
部
脊
柱
管
狭

窄
症
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
、
広

範
脊
柱
管
狭
窄
症
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
も
っ
と
も
多
い
狭
窄
部
位
は

腰
部
で
、
坐
骨
神
経
痛
の
一
般
的

な
原
因
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
で
も
っ
と

も
特
徴
的
な
症
状
は
〝
間
欠
性
跛

行
〞
で
す
。
こ
れ
は
歩
い
て
い
る

と
足
の
痛
み
や
し
び
れ
が
強
く
な

り
、
休
む
と
症
状
が
軽
く
な
り
、

ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

症
状
で
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
の
主
要
な
原
因

の
１
つ
と
し
て
加
齢
に
よ
る
骨
や

靱
帯
の
変
性
が
あ
り
ま
す
。
加
齢

に
よ
り
背
骨
が
変
形
し
た
り
、
椎

間
板
が
膨
ら
ん
だ
り
、
黄
色
靱
帯

が
厚
く
な
る
こ
と
で
、
神
経
の
通

る
脊
柱
管
が
狭
く
な
り
ま
す
。
70

歳
以
上
で
は
50
％
以
上
が
腰
部
脊

柱
管
狭
窄
症
で
あ
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
日
常

生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
た
め
、

高
齢
者
の
生
活
の
質
に
大
き
く
影

響
す
る
病
気
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
は
、
病
歴
の
問

診
や
身
体
診
察
と
合
わ
せ
て
画
像

に
よ
る
診
断
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
画
像
検
査
に
は
主
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と

い
う
磁
気
を
用
い
た
撮
像
装
置
が

用
い
ら
れ
ま
す
。Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に

よ
っ
て
、
背
骨
の
変
形
、
骨
折
、

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
骨
の
異
常

の
有
無
や
、
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て

い
る
様
子
、
圧
迫
の
重
症
度
な
ど

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
の
治
療
に
は
、

大
き
く
分
け
て
保
存
療
法
、
手
術

療
法
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
問
題
が
あ
ま
り
な

い
場
合
に
は
、
慎
重
に
経
過
観
察

を
し
な
が
ら
保
存
療
法
が
行
わ
れ

ま
す
。
日
常
生
活
へ
の
支
障
が
大

き
い
場
合
に
は
手
術
が
検
討
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
頻
尿
や
尿
失
禁
、

尿
閉
な
ど
の
排
尿
障
害
が
あ
る
場

合
に
は
、手
術
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

　
保
存
療
法
と
し
て
は
、
運
動
療

法
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ

ル
セ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
る
方
法
の

ほ
か
、
薬
物
療
法
や
神
経
根
ブ

ロ
ッ
ク
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
療
法
で
は
外
用
薬
と
し
て

消
炎
鎮
痛
剤
を
用
い
る
ほ
か
、
内

服
薬
と
し
て
鎮
痛
薬
や
抗
炎
症

薬
、
神
経
の
血
流
を
よ
く
す
る
た

め
の
血
管
拡
張
剤
な
ど
が
用
い
ら

れ
ま
す
。神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、

神
経
が
脊
髄
か
ら
出
て
く
る
根
本

の
部
分
に
局
所
麻
酔
薬
を
注
射
す

る
こ
と
で
痛
み
を
軽
減
す
る
方
法

で
す
が
、
効
果
は
一
時
的
な
も
の

に
留
ま
る
こ
と
が
多
い
治
療
法
で

す
。

　
手
術
で
は
全
身
麻
酔
の
も
と
、

狭
窄
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
骨
や

靱
帯
を
一
部
取
り
除
き
ま
す
。
手

術
に
よ
っ
て
神
経
の
圧
迫
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
、
症
状
が
改
善

し
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
は
足
腰
の
し
び

れ
、
痛
み
だ
け
で
は
な
く
、
頻
尿

や
尿
失
禁
、
尿
閉
な
ど
の
排
尿
障

害
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。〝
年
の
せ
い
だ
か
ら
〞
と
放

置
せ
ず
、
き
ち
ん
と
診
察
・
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
介
護
予
防
と
健

康
長
寿
に
つ
な
が
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ノ
ー
ト
　
脊
柱
管
狭
窄

症
に
つ
い
て

https://m
edicalnote.jp/disease

s/

脊
柱
管
狭
窄
症

日
本
整
形
外
科
学
会
　
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症

https://w
w
w
.joa.or.jp/public/si

ck/condition/lum
bar_spinal_st

enosis.htm
l

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「 

脊
柱
管 

狭
窄
症 

」
に
つ
い
て
で
す
。

せ
き
ち
ゅ
う
か
ん 

き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

症

　
　状

原

　
　因

よ
う 

ぶ

か
ん
け
つ
せ
い  

は

こ
う

検 

査
・
診 

断

治

　
　療

お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
係

　
８
２-

２
５
８
２

参
考
資
料

特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

■
日
時
　
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
小
谷
村
役
場
　

　
　
　
　
２
階
２
０
４
会
議
室

■
相
談
内
容
　

　
　
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、

女
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
そ
の
他
　

　
　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

 

・
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

　
総
務
係

　
　
０
２
６
１-

２
２-

０
３
７
９

 

・
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２-

２
５
８
１

　
小
谷
村
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

し
て
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
誰
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
、
小
谷
村
内
の
気
象

デ
ー
タ
を
閲
覧
す
る
事
が
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
小
谷
村
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

（
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク

セ
ス
く
だ
さ
い
）



（5）　広報おたり　令和３年５月号 広報おたり　令和３年５月号　（4）

小
谷
村
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
３
月
よ
り
、
小
谷
村
で
は
、
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
小
谷
村
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
小
谷
村
役
場
に
設
置

さ
れ
た
気
象
計
に
お
い
て
、
気
温
・
湿
度
・
気
圧
・
雨
量
・
積
雪
量

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
し
、
気
象
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

表
示
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。https://otari.tenki.ne.jp/

令
和
２
年
度
分

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
は

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
、
台
帳
に
記
載
の
あ

る
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
目
的
に
限
り
閲
覧
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

１
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令

の
定
め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
に
行
う
も

の
２
　
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究
そ

の
他
の
調
査
研
究
の
う
ち
、
公
益
性
が
高

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

３
　
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
の
う
ち
、
公
益

性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

４
　
営
利
目
的
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住
確

認
の
う
ち
、
訴
訟
の
提
起
そ
の
他
特
別
の

事
情
に
よ
る
居
住
関
係
の
確
認
の
た
め
に

行
う
も
の

　
住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
及
び
第
11
条

の
２
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
閲
覧
及

び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
３

条
の
規
定
に
基
づ
き
、次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
住
民
福
祉
課
住
民
係
　
電
話
８
２-

２
５
８
１

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
は

ま
め
ま
め
知
識
№87№87

　
村
の
年
配
の
方
と
話
し
て
い
る

と
、
足
腰
の
痛
み
や
し
び
れ
を
訴

え
る
人
が
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ま
た
「
脊
柱
管
狭
窄
症
を
わ

ず
ら
っ
て
い
て･･･

」
と
い
う
人

も
し
ば
し
ば
い
ま
す
。
脊
柱
管
と

は
、
背
骨
の
中
の
ト
ン
ネ
ル
状
の

構
造
で
、
そ
の
中
を
脳
か
ら
続
く

神
経
の
束
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
脊
柱
管
が
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に

よ
っ
て
狭
く
な
る
こ
と
を
脊
柱
管

狭
窄
症
と
呼
び
、
脊
柱
管
の
中
を

通
る
脊
髄
や
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る

と
手
や
脚
の
痛
み
、
し
び
れ
、
歩

行
障
害
、
排
尿
障
害
な
ど
の
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
症
状
は
左
右
両
側
に
出
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
片
側
だ
け
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
は
脊
柱
が
狭
窄

し
て
い
る
部
位
に
よ
っ
て
、
頚
部

脊
柱
管
狭
窄
症
、
胸
部
脊
柱
管
狭

窄
症
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
、
広

範
脊
柱
管
狭
窄
症
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
も
っ
と
も
多
い
狭
窄
部
位
は

腰
部
で
、
坐
骨
神
経
痛
の
一
般
的

な
原
因
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
で
も
っ
と

も
特
徴
的
な
症
状
は
〝
間
欠
性
跛

行
〞
で
す
。
こ
れ
は
歩
い
て
い
る

と
足
の
痛
み
や
し
び
れ
が
強
く
な

り
、
休
む
と
症
状
が
軽
く
な
り
、

ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

症
状
で
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
の
主
要
な
原
因

の
１
つ
と
し
て
加
齢
に
よ
る
骨
や

靱
帯
の
変
性
が
あ
り
ま
す
。
加
齢

に
よ
り
背
骨
が
変
形
し
た
り
、
椎

間
板
が
膨
ら
ん
だ
り
、
黄
色
靱
帯

が
厚
く
な
る
こ
と
で
、
神
経
の
通

る
脊
柱
管
が
狭
く
な
り
ま
す
。
70

歳
以
上
で
は
50
％
以
上
が
腰
部
脊

柱
管
狭
窄
症
で
あ
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
日
常

生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
た
め
、

高
齢
者
の
生
活
の
質
に
大
き
く
影

響
す
る
病
気
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
は
、
病
歴
の
問

診
や
身
体
診
察
と
合
わ
せ
て
画
像

に
よ
る
診
断
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
画
像
検
査
に
は
主
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と

い
う
磁
気
を
用
い
た
撮
像
装
置
が

用
い
ら
れ
ま
す
。Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に

よ
っ
て
、
背
骨
の
変
形
、
骨
折
、

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
骨
の
異
常

の
有
無
や
、
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て

い
る
様
子
、
圧
迫
の
重
症
度
な
ど

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
の
治
療
に
は
、

大
き
く
分
け
て
保
存
療
法
、
手
術

療
法
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
問
題
が
あ
ま
り
な

い
場
合
に
は
、
慎
重
に
経
過
観
察

を
し
な
が
ら
保
存
療
法
が
行
わ
れ

ま
す
。
日
常
生
活
へ
の
支
障
が
大

き
い
場
合
に
は
手
術
が
検
討
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
頻
尿
や
尿
失
禁
、

尿
閉
な
ど
の
排
尿
障
害
が
あ
る
場

合
に
は
、手
術
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

　
保
存
療
法
と
し
て
は
、
運
動
療

法
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ

ル
セ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
る
方
法
の

ほ
か
、
薬
物
療
法
や
神
経
根
ブ

ロ
ッ
ク
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
療
法
で
は
外
用
薬
と
し
て

消
炎
鎮
痛
剤
を
用
い
る
ほ
か
、
内

服
薬
と
し
て
鎮
痛
薬
や
抗
炎
症

薬
、
神
経
の
血
流
を
よ
く
す
る
た

め
の
血
管
拡
張
剤
な
ど
が
用
い
ら

れ
ま
す
。神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、

神
経
が
脊
髄
か
ら
出
て
く
る
根
本

の
部
分
に
局
所
麻
酔
薬
を
注
射
す

る
こ
と
で
痛
み
を
軽
減
す
る
方
法

で
す
が
、
効
果
は
一
時
的
な
も
の

に
留
ま
る
こ
と
が
多
い
治
療
法
で

す
。

　
手
術
で
は
全
身
麻
酔
の
も
と
、

狭
窄
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
骨
や

靱
帯
を
一
部
取
り
除
き
ま
す
。
手

術
に
よ
っ
て
神
経
の
圧
迫
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
、
症
状
が
改
善

し
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
は
足
腰
の
し
び

れ
、
痛
み
だ
け
で
は
な
く
、
頻
尿

や
尿
失
禁
、
尿
閉
な
ど
の
排
尿
障

害
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。〝
年
の
せ
い
だ
か
ら
〞
と
放

置
せ
ず
、
き
ち
ん
と
診
察
・
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
介
護
予
防
と
健

康
長
寿
に
つ
な
が
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ノ
ー
ト
　
脊
柱
管
狭
窄

症
に
つ
い
て

https://m
edicalnote.jp/disease

s/

脊
柱
管
狭
窄
症

日
本
整
形
外
科
学
会
　
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症

https://w
w
w
.joa.or.jp/public/si

ck/condition/lum
bar_spinal_st

enosis.htm
l

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「 
脊
柱
管 

狭
窄
症 

」
に
つ
い
て
で
す
。

せ
き
ち
ゅ
う
か
ん 

き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

症

　
　状

原

　
　因

よ
う 

ぶ

か
ん
け
つ
せ
い  

は

こ
う

検 

査
・
診 

断

治

　
　療

お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
係

　
８
２-

２
５
８
２

参
考
資
料

特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

■
日
時
　
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
小
谷
村
役
場
　

　
　
　
　
２
階
２
０
４
会
議
室

■
相
談
内
容
　

　
　
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、

女
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
そ
の
他
　

　
　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

 

・
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

　
総
務
係

　
　
０
２
６
１-

２
２-

０
３
７
９

 

・
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２-

２
５
８
１

　
小
谷
村
気
象
観
測
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

し
て
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
誰
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
、
小
谷
村
内
の
気
象

デ
ー
タ
を
閲
覧
す
る
事
が
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
小
谷
村
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

（
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク

セ
ス
く
だ
さ
い
）
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（令和３年３月届出分） ※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。

●お悔やみ

住民だより
●あかちゃん

氏　名 地区 保護者 年齢 地区 親族氏　名
やなぎさわ れん

栁澤　煉　 池の平 孝彰・紘美 松澤　久惠 85歳 島・塩坂 松村 厚美

猪股　日出男 80歳 栂池北 英子

はら うい た ろう

原　初太朗 池の平 浩一・陽子 山本　國弥 85歳 長崎 国彦

　
理
学
療
法
士
・
介
護
支
援
専
門

員
の
太
田
と
申
し
ま
す
。
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
中
心

に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
ま
で
、
地
域
ケ
ア
会
議
や
介

護
予
防
教
室
で
小
谷
村
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

役
場
内
で
働
く
こ
と
は
初
め
て

で
、
緊
張
の
毎
日
で
す
。

　
今
、
小
谷
の
地
域
を
知
る
た
め

に
『
わ
さ
び
の
会
』
や
地
域
の
事

業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。参
加
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

地
域
の
支
え
と
つ
な
が
り
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
生
活
力
の
素
晴
ら

し
さ
で
す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
が
い
る
地
域

は
高
齢
者
が
元
気
に
生
活
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
報
告
が
あ

り
ま
す
が
、
小
谷
で
は
私
が
地
域

の
皆
様
か
ら
力
を
い
た
だ
い
て
仕

事
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割
は
、障
が
い
の
予
防
や
改
善
、

生
活
の
再
構
築
、
そ
し
て
地
域
社

会
に
お
け
る
自
立
生
活
の
安
定
化

【
日
　
時
】   

５
月
27
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場
　
所
】   

小
谷
村
役
場
２
階

　
　
　
　
　
２
０
４
会
議
室

【
相
談
員
】   

 

・
長
野
県
弁
護
士
会
　
弁
護
士 

 

・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の
　

司
法
書
士

 

・
ぱ
あ
と
な
あ 

な
が
の
　
社
会

福
祉
士

　
認
知
症
や
精
神
障
が
い
、
知
的

障
が
い
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下

し
て
き
て
い
る
方
や
、
身
寄
り
が

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
谷
が
元
気
な
村
に
な
る
よ
う
に
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
配
置
し
ま
し
た

を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る

こ
と
で
、「
年
老
い
て
も
、
障
が

い
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
小
谷

村
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
、
地

域
の
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
小
谷
村
役
場
１
０
１
会
議
室
に

て
献
血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
は
出

来
ず
、
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る

患
者
は
、
全
国
で
一
日
約
三
千
人

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
献
血
者
数

が
減
少
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
で
す
。
感
染
症
対
策
を
万
全

に
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
小
谷
村
診
療
所
で
は
、
５
月
か

ら
専
門
医
師
に
よ
る
内
科
及
び
漢

方
外
来
を
毎
月
一
回
開
設
し
ま

す
。
診
療
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

診
療
所
（
電
話
８
２-

２
０
４
４
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
医
師
　
市
立
大
町
総
合
病
院
　

　
　
　
　
北
原
医
師

■
そ
の
他
　

　
井
上
医
師
の
泌
尿
器
科
外
来
も

午
後
３
時
か
ら
開
設
し
て
い
ま

す
。

　
小
谷
村
診
療
所
で
は
、
５
月
か

ら
始
ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
事
業
に
従
事
す
る
た

め
、
当
面
の
間
、
午
後
の
診
療
が

概
ね
休
診
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い

「
診
療
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
毎
月

20
日
発
行
の
広
報
お
た
り
お
知
ら

せ
版
及
び
小
谷
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
と
も
な
う

休
診
に
つ
い
て

献
血
の
お
願
い

　
防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
期
日
　
６
月
24
日
（
木
）・
25

日
（
金
）　
２
日
間

■
会
場
　
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大

町
２
階
会
議
室
（
大
町
市
文
化

会
館
南
側
）

■
対
象
　
防
火
管
理
者
の
資
格
を

必
要
と
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
が
、
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

■
定
員
　
40
名

■
費
用
　
３
，
７
２
０
円
（
テ
キ

ス
ト
と
交
換
で
24
日
に
講
習
会

場
受
付
に
て
集
金
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
５
月
17
日
（
月
）

か
ら
６
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、

受
講
申
込
書
に
顔
写
真
１
枚

（
縦
３
㎝×

横
２
・
４
㎝)

を

貼
付
し
て
、
最
寄
り
の
消
防
署

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

受
講
願
書
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
ま
た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
横
澤

勲
さ
ん
（
下
寺
）
が
、
こ
の
度
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
務
省
の
「
行
政
相
談
」
は
、

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人

等
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実

現
を
図
る
も
の
で
、
こ
の
身
近
な

窓
口
が
行
政
相
談
委
員
で
す
。

　
定
期
的
に
相
談
会
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

■
問
い
合
わ
せ
　

 

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
総
務
課
予
防
係

　
　
２
２-

０
１
６
６

 

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

　
　
２
２-

０
１
１
９

 

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

　
　
７
２-

０
１
１
９ 

 

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

　
　
６
２-

０
１
１
９

さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

　横
澤

　勲
さ
ん

日

　時

場

　所

相
談
員

成
年
後
見
無
料
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

小
谷
村
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

内
科
及
び
漢
方
外
来
の

診
療
に
つ
い
て

５
月
26
日
（
水
）　

午
前
10
時 

～ 

11
時
30
分
ま
で

【
日
　
時
】   

６
月
９
日
（
水
）　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

【
場
　
所
】   

小
谷
村
役
場
２
０
１
会
議
室
（
予
定
）

（
年
４
回
　
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
の
第
２
水
曜
日
に
開
催
）

日

　時

場

　所

行
政
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

次
回
の
開
会
予
定

　
５
月
20
日
（
木
）　

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
）

　
　
８
２-

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
５
月
25
日
に
振
替
え
ま

す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
６

月
10
日
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

５
　
月

今
月
の
納
税

税  

目
期  

別
納
期
限

軽
自
動
車
税

全
期

５
月
31
日
（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
３
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

な
い
方
の
将
来
の
財
産
管
理
、
相

続
、
契
約
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。
お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
や
予
約
を
し
て
い
た

だ
く
と
よ
り
円
滑
で
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２-

３
１
３
５
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理
学
療
法
士
・
介
護
支
援
専
門

員
の
太
田
と
申
し
ま
す
。
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
中
心

に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
ま
で
、
地
域
ケ
ア
会
議
や
介

護
予
防
教
室
で
小
谷
村
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

役
場
内
で
働
く
こ
と
は
初
め
て

で
、
緊
張
の
毎
日
で
す
。

今
、
小
谷
の
地
域
を
知
る
た
め

に
『
わ
さ
び
の
会
』
や
地
域
の
事

業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。参
加
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

地
域
の
支
え
と
つ
な
が
り
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
生
活
力
の
素
晴
ら

し
さ
で
す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
が
い
る
地
域

は
高
齢
者
が
元
気
に
生
活
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
報
告
が
あ

り
ま
す
が
、
小
谷
で
は
私
が
地
域

の
皆
様
か
ら
力
を
い
た
だ
い
て
仕

事
が
で
き
そ
う
で
す
。

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割
は
、障
が
い
の
予
防
や
改
善
、

生
活
の
再
構
築
、
そ
し
て
地
域
社

会
に
お
け
る
自
立
生
活
の
安
定
化

【
日

時
】  

５
月
27
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場

所
】  

小
谷
村
役
場
２
階

２
０
４
会
議
室

【
相
談
員
】  

・
長
野
県
弁
護
士
会

弁
護
士

・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の

司
法
書
士

・
ぱ
あ
と
な
あ

な
が
の

社
会

福
祉
士

認
知
症
や
精
神
障
が
い
、
知
的

障
が
い
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下

し
て
き
て
い
る
方
や
、
身
寄
り
が

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
谷
が
元
気
な
村
に
な
る
よ
う
に
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
配
置
し
ま
し
た

を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る

こ
と
で
、「
年
老
い
て
も
、
障
が

い
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
小
谷

村
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
、
地

域
の
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

小
谷
村
役
場
１
０
１
会
議
室
に

て
献
血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
は
出

来
ず
、
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る

患
者
は
、
全
国
で
一
日
約
三
千
人

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
献
血
者
数

が
減
少
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
で
す
。
感
染
症
対
策
を
万
全

に
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
福
祉
係

小
谷
村
診
療
所
で
は
、
５
月
か

ら
専
門
医
師
に
よ
る
内
科
及
び
漢

方
外
来
を
毎
月
一
回
開
設
し
ま

す
。
診
療
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

診
療
所
（
電
話
８
２-

２
０
４
４
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
日

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
医
師

市
立
大
町
総
合
病
院

北
原
医
師

■
そ
の
他

井
上
医
師
の
泌
尿
器
科
外
来
も

午
後
３
時
か
ら
開
設
し
て
い
ま

す
。

小
谷
村
診
療
所
で
は
、
５
月
か

ら
始
ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
事
業
に
従
事
す
る
た

め
、
当
面
の
間
、
午
後
の
診
療
が

概
ね
休
診
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い

「
診
療
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
毎
月

20
日
発
行
の
広
報
お
た
り
お
知
ら

せ
版
及
び
小
谷
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
と
も
な
う

休
診
に
つ
い
て

献
血
の
お
願
い

　
防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
防
火
管
理
新
規
講
習
会

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
期
日
　
６
月
24
日
（
木
）・
25

日
（
金
）　
２
日
間

■
会
場
　
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大

町
２
階
会
議
室
（
大
町
市
文
化

会
館
南
側
）

■
対
象
　
防
火
管
理
者
の
資
格
を

必
要
と
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
が
、
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

■
定
員
　
40
名

■
費
用
　
３
，
７
２
０
円
（
テ
キ

ス
ト
と
交
換
で
24
日
に
講
習
会

場
受
付
に
て
集
金
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
５
月
17
日
（
月
）

か
ら
６
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、

受
講
申
込
書
に
顔
写
真
１
枚

（
縦
３
㎝×

横
２
・
４
㎝)

を

貼
付
し
て
、
最
寄
り
の
消
防
署

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

受
講
願
書
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
ま
た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
横
澤

勲
さ
ん
（
下
寺
）
が
、
こ
の
度
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
務
省
の
「
行
政
相
談
」
は
、

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人

等
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実

現
を
図
る
も
の
で
、
こ
の
身
近
な

窓
口
が
行
政
相
談
委
員
で
す
。

　
定
期
的
に
相
談
会
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

■
問
い
合
わ
せ

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

総
務
課
予
防
係

　
２
２-

０
１
６
６

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

２
２-

０
１
１
９

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

７
２-

０
１
１
９

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

６
２-

０
１
１
９

さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

横
澤

勲
さ
ん

日

時

場

所

相
談
員

成
年
後
見
無
料
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

小
谷
村
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

内
科
及
び
漢
方
外
来
の

診
療
に
つ
い
て

５
月
26
日
（
水
）

午
前
10
時

～

11
時
30
分
ま
で

【
日
　
時
】
６
月
９
日
（
水
）　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

【
場
　
所
】
小
谷
村
役
場
２
０
１
会
議
室
（
予
定
）

（
年
４
回
　
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
の
第
２
水
曜
日
に
開
催
）

日

時

場

所

行
政
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

次
回
の
開
会
予
定

　
５
月
20
日
（
木
）　

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
）

　
８
２-

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
５
月
25
日
に
振
替
え
ま

す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
６

月
10
日
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

５
　
月

今
月
の
納
税

税
目

期
別

納
期
限

軽
自
動
車
税

全
期

５
月
31
日
（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
３
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

な
い
方
の
将
来
の
財
産
管
理
、
相

続
、
契
約
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。
お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
や
予
約
を
し
て
い
た

だ
く
と
よ
り
円
滑
で
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

８
２-

３
１
３
５


